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2022 SUPER FORMULA Team Report：Round 9 & 10 
2022.11.1 

 
Round 9&10 鈴鹿サーキット（5.807km） 

佐藤蓮、第 9 戦で初表彰台を獲得！ 

・佐藤蓮、得意の鈴鹿、第 9 戦で SF 初表彰台を獲得 

 第 10 戦は 19 位となるも、ファステストラップを記録し、ルーキー・オブ・ザ・イヤーも獲得 

・三宅淳詞、第 9 戦でファステストラップを記録するも 12 位フィニッシュ 

 第 10 戦では 8 位入賞、3 ポイントを獲得し、ルーキーイヤーを締めくくる 

 
第 9 戦 
・予選：10 月 29 日  天候： 晴れ、18℃  路面： ドライ、27℃ 
・決勝：10 月 29 日  天候： 晴れ、19℃  路面： ドライ、30℃ 

 

◆53 号車 佐藤 蓮    ◆55 号車 三宅 淳詞 

予 選： 9 番手(１分 36 秒 843)      予 選： 14 手(１分 37 秒 302)  

決 勝： 3 位                            決 勝： 12 位 

       (ファステストラップ 1 分 40 秒 056) 
 
第 10 戦 
・予選：10 月 30 日 天候： 晴れ、17℃  路面： ドライ、20℃ 
・決勝：10 月 30 日 天候： 晴れ、21℃  路面： ドライ、32℃ 

 

◆53 号車 佐藤 蓮    ◆55 号車 三宅 淳詞 

予 選： 14 番手(１分 37 秒 458)      予 選： 8 番手(１分 36 秒 738)  

決 勝： 19 位                          決 勝： 8 位 

      (ファステストラップ 1 分 39 秒 362) 
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10 月 29 日(土)、30 日(日)の 2 日間、三重県の鈴

鹿サーキットで 2022 年全日本スーパーフォーミュ

ラ選手権の最終大会となる第 9 戦、第 10 戦が行わ

れました。 

 

土曜日に予選と決勝が行われた第 9 戦では、9 番手

からスタートした TEAM GOH の 53 号車をドライ

ブする佐藤蓮が 3 位でフィニッシュ、SF での初表彰

台を獲得しました。 

 

翌 30 日(日)の第 10 戦では僅かな差で Q1 を突破

できず、14番手からスタートした佐藤は、2回入った

SC のリスタート後それぞれで順位を落とす厳しい展

開となり 19 位でチェッカーを受けましたが、レース

終盤 24 周回目に 1 分 39 秒 362 のファステスト

ラップを記録し、速さを印象づけてルーキーイヤーを

締めくくりました。 

 

一方、55 号車の三宅淳詞は、第 9 戦は Q2 進出を

果たせずに 14 番手からスタート。レースペースは良

く、12 周回目にファステストを記録しながらも、トラ

フィックに泣かされる展開で 12 位フィニッシュ、ポイ

ント獲得には届きませんでした。 

 

今季最終戦の第 10 戦では、命題である Q1 突破に

向けてダイナミックにセットを変更し、8 番グリッドを

獲得しましたが、前日とはかわってペースを上げるこ

とができずに守りのレースに。最終的に 8 番手を守

り切り、3 ポイント獲得して、SF 初年度のシーズンを

終えました。 

 

今季のルーキー・オブ・ザ・イヤーは TEAM GOH の

ふたり、佐藤と三宅で争う中、決着は最終戦まで持

ち越されましたが、第 9 戦で 3 位となった佐藤が

11 ポイントを追加し今季累計 25 ポイントに。第 10

戦で三宅が 7 ポイント差を追う展開となり、三宅は

8 位入手で 3 ポイントを手にしましたが、4 ポイント

届かずに、佐藤蓮がルーキー・オブ・ザ・イヤーを獲得

しました。 
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◆チーム監督 山本雅史 

 

「土曜日は、53 号車の蓮くんが初めて表彰台を獲得

ということで、本当に良かったです。予選は、Ｑ１を

良いタイムで突破したのですが、Ｑ２でタイムが伸び

切らず、9 番手からのスタートとなりました。その部

分を解消して、日曜日の第 10 戦ではさらに前方か

らスタートできるようにしようと強く思いました。レ

ース自体はセットアップも良い方向をみつけること

ができ、ドライバーも本当によく頑張ってくれて、ス

タートの、あの 1 週目、2 周目が第 9 戦を決めたと

思います。そこから徐々に順位をあげて、初のポディ

アムおめでとう、という結果になりました」 

 

「土曜日に素晴らしいレースをしてくれて 3 位ポディ

ウムを獲得したので、第 10 戦は最終戦ですし、予選

をちょっと攻めにいったのですが、ほんのちょっとの

差で Q1 は 7 番手に終わり、Q2 に進めませんでし

た」 

 

「結果、決勝 14 番手からのスタートだったのですが、

スタート後ちょっとうまくペースが上げられませんで

した。1 周目に他車のクラッシュで SC が入り、ラッキ

ーかなと思ったのですが、その SC 明け、グリーンに

なったところでスピンを喫してしまい、最下位になっ

てしまいました。その後はトップに遜色ないペースで

追い上げていたのですが、2 回目の SC 後、リスター

トで、前車を追い抜こうとして接触してしまい、フロン

トウイングを損傷、2 回目のピットインとなりました。

そこからは最下位を走るレースになってしまったので

すが、ペースは良く、ファステストも出し、残念なレー

スではありましたが、レースのセットとしては良いも

のがみつかったので、また今後につなげていけると

考えています」 

 

「55 号車の三宅君の第 9 戦は、Ｑ１で約 1/100 秒

が足りずにＱ２に進むことができずに、14 番手から

のスタートとなりました。結果的にファステストを記録

しましたが、混戦しているトラフィックの中に入っ 
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てしまい、自分のペースが作れずに、ちょっと厳しいレ

ースになってしまいました。日曜日の最終戦について

は、解決すべき課題は解決し、しっかり良い方向をみ

つけて、良い結果を出すべく頑張ろうと思いました」 

 

「三宅君の第１０戦では、課題となっていた予選につ

いてダイナミックにセットアップを変更しました。それ

が良い方向にいって、Q1 突破、予選は 8 番手となり

ました。決勝レースについても前日のものからちょっ

とセットアップをいじったのですが、それが上手い方

向にはいかず、フロントのアンダー傾向が強く、ドライ

バビリティが低いセッティングなったしまったことで、

ドライバーにはかわいそうなことをしました。それで

も、途中アップダウンはあったものの、なんとか堪え

て 8 位でフィニッシュし、ポイントをとってくれたので

良かったと思います。色々課題もありますので、来年

に向けて、さらに良いチーム作りをしたいと思いま

す」 

 

 

◆53 号車ドライバー 佐藤蓮 

 

「第 9 戦では 9 番手からのスタートでしたが、スター

トで 1 台、続く 2 周目でもさらに 1 台とオーバーテイ

クを重ねて、最終的には 3 位でフィニッシュできて、

初めて表彰台にのぼることができました。素晴らしい

クルマに仕上げてくれ、レースの間中、常に細かいさ

まざまなインフォメーションを無線で入れ続けてくれ

たチームの皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。鈴

鹿はスクールで走りこんだサーキットなので、抜ける

ポイントなどもよくわかっており、先輩ドライバーに対

しても、躊躇なく仕掛けていくことができました」 

 

「日曜日の第 10 戦では、予選は惜しいところで Q1

突破できずに、決勝は 14 番手からのスタートになり

ました。オープニングラップで入った最初の SC 明け

にスピンを喫して最後尾まで落ちてしまい、2 回目の

SC 明けには後ろから追い上げる展開だったのです 
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が、バトル途中での接触によりフロントウイングを破

損させてしまった為に、レースの勝負権を失うことに

なってしまいました。レースペースとしてはファステス

トを記録でき、とても良いポテンシャルがあったと思

うのですが、自分自身のレースの組み立ての悪さが

課題として残りました」 

 

「今季は SF 初参戦でしたが、多くを学んだ実り多き

シーズンでした。参戦するにあたり尽力してくださっ

た関係者の皆さまや、応援してくださったファンの皆

さまに、心から感謝いたします」 

 

 

◆53 号車エンジニア ライアン・ディングル 

 

「金曜日の FP のポジションは下方に沈んでいました

が、流れ的にはしっかりしていて、改善点については

第 9 戦予選までに解消できたと思いますが、まだ課

題が残っていました。レースのパフォーマンスは高く、

それはクルマの仕上がりだけでなく、ドライバーが準

備含めてとても頑張ってくれ、ドライビングのアジャス

トについてもこれまで以上に力を入れてくれました。ド

ライバーの努力とチームの努力がようやく実って、結

果を出すことができました。ただ、3 位で満足してい

るわけにはいきませんので、翌日の今シーズン最終戦

では優勝を狙って、さらに頑張ろうと思っていました」 

 

「第 10 戦の予選では、前日のデータをベースにアジャ

ストし、フィーリングは良かったと思いますが、1 か所

ミスがあり、若干タイムが足りずに Q1 を突破できま

せんでした」 

 

「レースのセットについては前日第 9 戦の良いベース

があり、日曜日はまたコンディションが違ったので、そ

こにアジャストを入れて、ペースは良かったんじゃない

かと思います。ただ、14 番手からのスタートというこ

とでドライバーには心理的な焦りというかプレッシャ

ーというか、頑張り過ぎてしまうような部分があった 
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かもしれず、そこから小さなミスやリスクマネジメント

に影響があって、残念なことにつながってしまったと

思います」 

 

「十分速さはみせてくれましたし、ルーキー・オブ・ザ・

イヤーも手にできて良かったと思う反面、正直なとこ

ろ、もう少し上でフィニッシュできたらという気持ちも

あるので、そこは今後につなげていきたいと思いま

す」 
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◆５５号車ドライバー 三宅淳詞 

 

「土曜日の第 9 戦では予選で後方に沈んでしまった

のが厳しかったのですが、スタートも前大会のもてぎ

に続いてあまり上手くいかず、順位を落としてしまっ

たので、原因をみつけないといけないと思いました。

その後はクルマの調子が良く、ピットイン後の前が詰

まっている状態で走っている中でもファステストを記

録することができたことからも、予選で前方のグリッ

ドを確保できれば、表彰台や優勝さえも狙っていける

ポテンシャルを感じていました。日曜日の最終戦に向

けて、チームとともに課題解決に向けて土曜日夜に

力を尽くしました」 

 

「日曜日の最終戦では Q2 進出を果たして前方から

スタートする為に、前の晩にチームの皆さんとドライ

ビングをはじめ全てを見直した結果、第 10 戦は Q1

を突破することができ、それほど前ではありません

が、昨日よりは良い 8 番手からのスタートとなりまし

た」 

 

「スタートはここ数戦調子が悪かったのですが、原因

について思い当たることもあり、昨晩はメカニックの

皆さんに夜遅くまでデータやクラッチなど、全て見直

し・確認をしていただき、悪くないスタートでいけた

のですが、難しいのは、昨日良かったロングが、今日

は全然うまく走れない、という部分があり、追い上げ

ていく予定だったのですが、結局守るレースになって

しまいました」 

 

「終盤は牧野選手に追われる展開でしたが、チームか

らの無線での情報や、OTS を駆使することで、上手

くディフェンスすることができました。そういったとこ

ろは、今シーズンを通して、成長できた部分かなと思

います。今季参戦にあたりお世話になった関係者の

皆様、そして応援してくださったファンの皆様、あり

がとうございました」 
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◆55 号車エンジニア 岡島慎太郎 

 

「第 9 戦の予選は 1/100 秒が足りずに Q1 を突破

できなかったのですが、それはセットももう少し、と

いうことと、ドライビングにも課題があったと思いま

すので、お互いそこを詰めていく必要がありました。

また、トップに対してパフォーマンスの差があること

もあり、翌日の最終戦予選セットは大きく見直す必

要がありました。第 9 戦決勝はスタートでつまずい

たことがありますが、レースのパフォーマンスはかな

り良かったと思います」 

 

「戦略的には 10 週目にピットインし、アンダーカット

を狙っていたのですが、他の選手に引っかかってし

まったことにより、後半ペースを上げることができ

なかったのがもったいなかったので、第 10 戦に向

けては戦略についても再考する必要がありました。

セットについてはパフォーマンスが高かったと思い

ますし、実際ファステストも出せているので、その決

勝セットの良い部分を翌日の予選にも活かせる方向

で検討しました」 

 

「第 10 戦予選は Q1 突破できるクルマに仕上げる

というのが命題でしたが、ドライバーもドライビング

を頑張ってくれて Q2 進出がかない、決勝はポイン

ト圏内の 8 番手からスタートとなりました。予選は

前日のラウンド 9 から改善できたという点で評価

できると思います」 

 

「一方、レースについてはセット側での課題が大き

く、土曜日のベースセットからパフォーマンスが下が

ってしまったことでスタートポジションの 8 番手か

ら順位を上げられなかったのかなと、残念に思いま

す。戦略的にも早めにピットインさせることしかでき

ない状況だったので、もう少し車両のパフォーマン

スが高ければ違った戦略がとれたのかなと考えてい

ます。来季は車両がかわってくると思いますので今

年の経験が生かせるか現時点ではわかりませんが、

今後に諸々つなげていければなと思います」 
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